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市の人口

（1月1日現在）

男19．538人（一6）

女21．106人（＋12）

計40．644人（＋6）

　世琳総数
8．401世帯（＋2）
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今
月
の
納
税

今
丹
は
保
険
税
第
九
期
と
市
民
税
第
四

期
の
納
期
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
固
定
資
産
税
第
三
期
と
保
険
税
第

八
期
の
督
促
状
が
十
六
日
に
で
ま
す
の

で
ま
だ
お
す
み
に
な
っ
て
お
ら
れ
な
い

方
は
、
早
目
に
納
め
て
く
だ
さ
い
、

r
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と
嬉
灰
ご
保
存
く
だ
さ
い
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～～1961
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　　　　ことしは僕の年です

いつもかわらぬご愛読をいただきありがとうございます。ことしも牛のように

ねばり強く働きますから、より一そうのご協力をお願いします。　　（広報係）
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司

家
の
ほ
し
い
方
は
ど
う
ぞ

　
甲
『
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㌔
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」
、
願
．
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納
曹
亀
　
一
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」
．
、

塾

（
魏
悪
戯
義
希
望
者
を
）

昨
年
広
報
紙
（
六
月
号
）
．
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
し
た
勤
労
者
住
宅
が
、
ま
も

な
く
完
成
い
た
し
ま
す
。
．

　
　
　
　
　
　
　
の

そ
れ
で
い
ま
、
こ
の
住
宅
の
譲
受
希
望

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

建
設
場
所
は
」
塩
見
字
千
東
口
（
日
向

中
西
側
）
で
す
。

こ
ん
ど
で
き
る
戸
数
は
、
木
造
平
屋
建

て
カ
ワ
う
ぶ
き
十
六
戸
で
、
住
宅
の
大

き
さ
は
、
四
十
七
平
方
耕
（
十
五
坪
）

か
ら
五
十
五
平
方
綴
（
十
六
・
七
五

坪
）
ま
で
の
七
種
類
と
な
っ
て
い
ま

す
。電

気
、
水
道
、
排
水
、
境
界
柵
、
物
干

な
ど
も
完
備
し
て
、
す
ぐ
お
入
り
に
な

っ
て
も
そ
の
日
か
ら
生
活
で
き
ま
す
。

．
一
戸
の
敷
地
は
、
二
百
三
十
四
平
方
層

（
七
十
一
坪
）
か
ら
二
百
八
十
一
平
方

㌶
（
八
十
五
坪
）
ま
で
で
す
。

分
譲
予
定
価
格
は
、
種
類
に
よ
っ
て
、

七
十
二
万
円
か
ら
八
十
万
円
、
こ
の
う
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2月のこよみ

満月、成人病予防適間（7日まで）

わが国初のTV本放送開始（昭28）

日航の国際航空路開設（昭29）

節分、厄はらい、福沢諭吉死す

（1901）

●

ち
住
宅
金
融
公
庫
が
四
十
五
万
円
は
融

資
い
た
し
ま
す
。
で
す
か
ら
自
己
準
備

資
金
が
三
十
万
円
か
ら
三
十
七
万
円
ほ

ど
あ
れ
ば
譲
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
わ

け
で
す
。

募
集
期
間
は
今
月
の
十
六
日
か
ら
二
十

五
日
ま
で
で
す
。
瞑
せ
ん
は
二
十
八
日

行
な
い
ま
す
。

な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
、
日
向
市
勤
労

者
住
宅
協
会
（
市
役
所
企
画
室
内
　
高

山
一
1
1
電
話
（
代
）
四
〇
〇
番
1
1
）
ま
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

写
真
は
完
成
問
近
か
な
「
勤
労
者
分
醸

住
宅
」

隔
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あ
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記
事
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
延
岡
と
の
合
併
も
考
え
て

．
新
年
を
迎
え
て
、
最
初
の
記
者
会
見
が
八
目
午
後
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
初
会

見
で
、
藤
井
市
長
は
「
あ
ら
ゆ
る
仕
事
は
市
民
が
よ
り
幸
福
に
な
る
と
い
う
こ
と

を
土
台
と
し
て
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
、
お
よ
そ
次
の

よ
う
な
受
答
を
市
政
記
者
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と
交
し
ま
し
た
。

吉
田
（
宮
崎
日
日
）
き
よ
う
の
新
聞
（

八
日
付
け
宮
崎
日
日
）
に
、
延
岡
、
日

向
、
門
川
の
二
市
一
町
合
併
閤
題
が
で

て
い
ま
し
た
が
、
あ
れ
ば
本
．
当
で
す
か
。

市
長
　
本
当
で
す
。
－
た
だ
私
は
日
向
市

民
は
も
ち
ろ
ん
、
、
二
市
一
町
の
住
民
が

合
併
に
よ
っ
て
今
よ
り
は
る
か
に
幸
わ
．

せ
に
な
る
な
ら
ば
大
い
に
よ
ろ
し
い
と

い
う
考
へ
、
方
で
す
。

山
野
内
（
西
日
本
）
　
工
場
誘
致
を
す

す
め
る
た
め
に
も
耳
垂
一
町
の
合
併
を

実
現
し
た
方
が
良
い
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

市
曇
　
そ
れ
は
大
い
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
そ
れ
以
前
に
、
こ
の
二
市

一
町
は
地
域
的
な
利
害
関
係
が
一
致
し

て
い
る
と
い
え
る
し
、
同
一
経
済
圏
に

あ
る
と
い
う
立
場
か
ち
合
併
す
る
方
が

り
こ
う
な
事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

山
野
内
　
二
市
一
、
町
合
併
よ
り
先
に
、

東
郷
馬
日
向
が
合
併
す
る
よ
う
に
な
る

ん
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
長
・
い
や
、
合
併
問
題
も
い
ま
す
ぐ
’

ど
う
こ
う
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
す

よ
。
地
域
住
民
が
幸
せ
に
な
る
と
い
う
，

な
ら
、
そ
し
て
、
合
併
に
対
す
る
ム
ー

ド
が
で
き
た
ら
、
ど
、
ん
な
形
で
も
合
併

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
」

三
浦
（
毎
日
）
　
工
場
誘
．
致
．
に
は
県
も

少
し
く
た
び
れ
た
よ
う
な
感
じ
が
す
る
」

の
で
す
が
。
一
・

市
畳
あ
る
い
は
そ
う
見
え
る
こ
と
も

．
あ
ろ
う
か
点
思
“
ま
す
　
し
か
し
馬
黒
．

木
知
事
は
な
か
な
が
シ
ン
の
強
い
人
惑

　
　
　
　
　
　
　
　
G
、
．

覇鍔笥，弾》野野『平田解罫購饗ビー’

　昭知．あ年岨10日

ぐξ野「脚響郷

向日

鍔機幣警ジ町“野避酵三三騨響『要響馳

　　第3種郵便物絢　広　　．莉

、
隔
日
4
・
毒
ぎ
璽
窪
曜
量
「
占
メ
．

　
∫

・
㌃

書
蛮

8，

ご
と
し
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
方
へ

馬

」

’
す
か
ら
…
。

三
浦
　
少
し
市
の
方
か
ら
県
に
ハ
ッ
パ

を
か
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
　
（
笑
声
）

市
長
　
や
り
ま
す
よ
。
し
か
し
、
知
事

は
、
み
ご
と
に
私
た
ち
の
期
待
に
応
え

て
く
れ
る
走
思
い
ま
す
。
工
場
誘
致
に

は
地
の
利
、
、
天
の
時
、
人
の
和
が
大
事

層
で
す
ね
。

佐
藤
（
朝
日
）
　
藤
井
市
．
政
も
よ
う
や
く

．
二
度
爵
の
新
春
を
迎
え
た
わ
け
だ
。
勉

強
の
期
間
は
一
応
過
ぎ
た
と
い
っ
て
も

．
．
貴
い
で
し
ょ
う
。
い
ま
ま
で
前
市
長
時

代
と
変
り
ば
え
の
し
な
い
施
策
が
打
ち

遷
　　　再調

■　　ご

　　， 、1

、

“

　
幽
，
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

　
本
当
の
藤
井
市
政
を
見
せ
て
く
だ
き
い

　
市
長
　
市
政
の
根
本
方
針
に
は
そ
う
変

　
化
が
あ
る
も
の
だ
と
は
思
い
た
く
あ
り

・
　
ま
せ
ん
。
た
だ
、
前
市
長
の
意
思
を
尊

　
重
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
施
策
の
面
に

　
私
の
持
ち
味
を
出
し
て
行
き
た
い
と
思

　
い
，
ま
す
。
と
に
か
く
あ
と
二
年
を
一
し

　
は
う
け
ん
め
い
に
や
り
ま
す
よ
。

　
田
ロ
（
タ
刊
日
向
）
市
制
十
周
年
に
市

　
庁
舎
は
建
て
ま
せ
ん
か
。

　
畜
長
「
敷
地
ぐ
ら
い
は
き
め
て
お
き
た

　
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
早
く
庁
舎

　
の
．
よ
い
も
の
を
建
て
る
と
い
う
の
は
ど

　
う
か
な
。
　
（
上
着
だ
け
は
質
素
な
も
の

　
で
も
よ
い
が
、
下
着
だ
け
は
き
れ
い
に

　
す
る
）
と
い
う
主
義
で
、
市
民
に
対
す

　
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
福
祉
増
進
と
い

・
つ
た
点
か
ら
庁
舎
を
作
り
た
い
と
思
つ

　
て
い
ま
す
。

　
吉
山
・
慰
霊
塔
は
ど
う
し
ま
す
か

　
市
長
　
作
り
ま
す
。
市
民
公
園
的
な
も

　
’
の
と
し
て
作
る
考
え
で
す
。

難
難
編

辮懐

嵐
a
簿
慧

は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
．
け

ん
め
い
に
努
力
し
て
や
っ
て
み
た
や
と
一
＼
．
愉

思
い
ま
す
。

マ
ン
モ
ス
工
場
を
誘
致
す
る
こ
と
も
よ

い
と
思
い
ま
す
。
だ
が
市
民
の
た
の
に

は
、
本
当
は
中
小
企
業
で
街
中
が
埋
ま

り
、
活
気
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
し
た
方
が

よ
い
と
云
う
老
へ
方
も
あ
る
の
で
す
ね

と
に
か
く
、
根
本
原
則
は
工
場
に
よ
っ

て
、
四
万
市
民
が
幸
わ
せ
を
つ
か
ま

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
誘
致

政
策
を
と
り
た
い
の
で
す
。
そ
の
ほ
か
、

今
年
か
ら
、
内
政
面
は
一
応
助
役
さ

ん
に
お
願
い
し
て
、
私
は
も
つ
ば
ら
、

．
重
要
な
渉
外
面
に
当
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
市
民
の
協
力
を

得
て
、
ま
す
ま
す
立
派
な
日
向
市
を
築

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
ぴ
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・
ご
あ
い
さ
つ

昭
和
三
十
六
年
の
元
旦
を
む
か
え
、
本

年
は
ひ
と
し
お
感
慨
深
い
も
の
が
、
あ
り

ま
す
、
つ
ま
り
、
市
制
施
行
以
来
こ
と

し
が
満
十
周
年
に
あ
た
る
わ
け
で
す
。

ふ
り
か
え
つ

．
て
み
ま
す
と
　
　
・

市
政
の
面
に

．
皆
さ
ん
の
ご

満
足
さ
れ
る

成
果
は
あ
げ

得
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
回

し
た
が
っ
て
財
政
措
置
は
し
ん
ち
ょ
う

に
運
び
、
何
も
か
も
と
い
う
よ
り
、
重

点
目
標
を
い
く
つ
か
に
し
1
王
っ
て
行
な

う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
ζ
で
、
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
が
工
場

誘
致
関
係
で
あ
り
ま
す
。
　
　
・

・
工
場
誘
致
に
　
そ
う
の
努
力
を

市
会
議
長
　
柏

財
政
の
範
囲
内
で
、
い
ろ
ん
な
事
業
が

行
な
わ
れ
、
市
の
形
態
も
徐
々
に
整
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
と
し
は
、
地
方
財
政
再
建
団
体
を
返

上
し
ま
す
が
、
ら
・
ま
だ
市
の
台
所
の
や
り

く
堅
な
決
し
て
安
心
で
き
ま
せ
ん
。

名
簿
を
一
度
た
し
か
め
て
く
だ
さ
・
い

こ
と
し
四
月
、
小
学
校
に
入
学
す
る
児

童
（
昭
和
二
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
三
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

も
の
）
の
学
令
簿
は
、
十
二
月
一
日
現

在
の
住
民
登
録
に
よ
っ
て
教
育
委
員
会

が
調
査
し
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

｝
月
中
に
教
育
委
員
会
が
行
な
う
就
学

時
の
健
康
診
断
や
就
箏
通
知
書
の
発
送

な
ど
は
、
こ
の
学
登
簿
に
よ
っ
て
行
な

わ
れ
ま
す
。

こ
と
し
の
四
月
小
学
校
に
入
学
す
る
お

子
さ
ん
の
い
る
家
庭
で
は
、
教
育
委
員

会
で
作
成
し
た
学
令
名
簿
が
、
各
区
の

区
長
さ
ん
宅
に
お
送
り
し
て
あ
り
ま
す

の
で
一
度
ご
ら
ん
に
な
っ
て
、
名
簿
に

…
転
、
強
熱
薫

の
つ
て
い
る
か
ど
う
か
確
か
め
て
く
だ

さ
い
。

も
し
、
も
れ
て
い
る
と
き
は
、
市
役
所

の
市
民
課
か
、
各
支
所
の
窓
口
で
住
民

登
録
を
さ
れ
た
の
ち
、
教
育
委
員
会
ま

た
は
各
支
所
の
学
事
係
で
手
続
を
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

み
ん
な
う
け
よ
う

、
　
　
　
結
核
予
防
接
種
．

　
市
衛
生
課
が
次
の
日
程
で
行
な
い
ま
す

。
該
当
者
は
生
後
六
ヵ
月
か
ら
三
十
才
ま

　
で
の
方
で
す
。
「
・

，

田

勝

の
政
策
と
し
て
法
律
化
さ
れ
る
段
階
に

な
っ
た
こ
と
は
日
向
市
に
と
っ
て
も
幸

い
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
と
も
工
場
誘
致
を
実

現
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
は
、
関
係
市
町
村
は
も
と
よ

臨
海
工
業
地
帯
造
成
の
着
工
以
来
工
場

誘
致
運
動
は
た
え
ま
な
く
続
け
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ろ
ん
な
情
勢

か
ら
ま
だ
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。
　
だ

が
、
月
本
の
工
場
も
大
都
市
集
中
を
制

限
七
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
り
、
政
府

　
、
ー
ノ
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
艦
㌔
・
ノ

　
直
戦
　
、

り
、
広
く
南
九

州
三
県
が
一
丸

と
な
っ
て
努
力

し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

私
も
今
年
は
さ

　
ら
に
努
力
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す

　
の
で
よ
ろ
し
く
お
導
き
、
ご
協
力
を

　
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
終
り
に
皆
さ
ん
の
ご
健
康
を
お
祈
り
し

　
ま
す
。
　
・
，
　
，

・

な
お
、
と
と
し
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る

「
方
は
か
な
ら
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
判
定
と
B
C
G
接
種
は

予
防
接
種
を
行
な
っ
て
か
ら
二
日
後
に

行
な
い
ま
兎
注
射
料
は
無
料
で
す
。

時
間
は
①
が
九
時
か
ら
十
一
時
半
ま
で

②
が
一
時
か
ら
三
時
半
ま
で
で
す
。

　
1
6
日
①
高
松
公
民
館
、
②
美
々
津
支

所
う
1
7
日
①
美
々
津
保
育
所
、
②
幸
脇

出
張
所
、
2
3
日
④
岩
脇
支
所
、
②
曙
公

民
館
、
2
4
日
①
秋
留
公
民
館
、
②
五
十

猛
神
社
、
3
0
日
①
塩
見
小
学
校
、
②
本

谷
公
民
館
、
3
1
日
①
庄
手
公
民
館
、
②

梶
木
公
民
館
、
6
日
①
亀
崎
公
民
館
、

②
面
輪
公
民
館
、
7
日
①
細
島
支
所
、

③
細
島
小
学
校
、
B
日
①
曾
根
公
民
館

②
日
知
屋
小
、
1
4
日
①
原
町
公
民
館
、

市
役
所
（
九
時
か
ら
三
時
半
）
2
0
日
市

役
所
（
九
時
か
ら
三
時
半
）
最
寄
り
の

場
所
で
受
け
て
ぐ
だ
さ
い
。

．
ご
覧
¶［＝：塑！剥離謙遜竺コ

　
　
　
　
　
　
　
・
頓
、

五
日
馬
ま
だ
街
の
賎

り
が
覚
め
な
い
う
ち

に
、
．
寒
気
を
は
ら
ん

．
だ
朝
の
空
気
を
ふ
る

わ
せ
て
鳴
る
サ
イ
レ

ン
を
合
図
に
、
お
よ

そ
一
千
人
の
消
防
団

員
が
続
々
と
富
島
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

あ
つ
ま
り
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の
消
防
出

初
の
式
が
始
ま
っ
た

の
で
す
。

き
び
き
び
し
た
号
令

が
、
冷
い
風
を
横
切

り
は
じ
め
る
ど
、
消

・
防
の
製
服
に
身
を
か

た
め
た
藤
井
市
長
が

き
れ
い
に
整
列
し
た

団
員
の
間
を
縫
っ
て

。
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　　　　　　【写　真　説　明1

点検長になった藤井市長の服装現律点検を受ける。

堂々と車輌隊の分列行進　　　　　　　　1

はじめて登場した婦人消防団員（黒木スイ子団長以下

四十数名）

，

．、

s

上
中
下座30

㌃♪4q

服
装
規
律
～
動
作
な
ど
の
点
検
を
行
な

う
の
で
す
。

・
こ
と
し
の
出
初
め
式
に
は
昨
年
末
結
成

さ
れ
た
幸
妊
婦
人
消
防
団
員
．
も
初
参

加
、
は
じ
め
て
と
は
思
わ
れ
獄
キ
ビ
ン

な
動
作
で
市
長
の
点
検
を
受
け
る
姿
が

目
に
つ
き
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
分
列
行
進
、
模
範
操
法
、

発
毛
試
験
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
優
良
な

団
員
や
、
．
一
般
協
力
者
の
方
々
が
そ
れ

ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

晴
れ
の
表
彰
を
受
け
た
人
た
ち
は
次
の

と
お
り
で
す
。

宮
埼
県
知
事
表
彰
1
1
青
木
岩
美
（
第
二

　
分
団
長
）
甲
斐
他
人
、
　
（
第
五
分
団

　
長
）

宮
崎
県
消
防
協
会
長
表
彰
1
1
甲
斐
正
直

　
　
（
第
五
分
野
第
十
八
部
長
）
ほ
か
六

　
名

宮
崎
県
消
防
協
会
日
向
支
部
長
表
彰
1
1

．
古
川
順
三
郎
（
第
一
分
団
第
十
一
部

長
）
ほ
か
五
名

市
長
表
彰
韓
国
木
通
（
消
火
隊
第
二
分

　
隊
）
ほ
か
三
十
五
名

団
長
表
彰
睡
橋
口
和
利
へ
消
火
隊
第
二

　
．
分
隊
）
ほ
か
三
十
五
名

ま
た
部
で
は
、
第
七
分
団
第
二
十
六

部
、
第
一
分
団
第
三
部
、
第
四
分
団
第

四
部
が
そ
れ
ぞ
れ
県
消
防
協
会
日
向
支

部
長
、
日
向
市
長
表
彰
を
う
け
ま
し
た

　
一
般
協
力
者
（
市
長
表
彰
）
1
1
阪
東
敏

　
夫
（
南
町
）
馬
鈴
木
定
一
（
本
谷
）
．

　
赤
木
光
雄
（
財
光
寺
）
、
黒
木
虎
蔵

　
　
（
曾
根
）
、
米
良
伝
蔵
（
畑
浦
）
、
、

　
黒
木
慶
蔵
（
梶
木
）
、
安
藤
幸
男

　
　
（
吉
の
川
）
、
三
輪
香
（
八
坂
）
、
．
．

　
松
葉
勝
（
伊
勢
）
、
松
葉
林
（
鵜

．
毛
）
柄
本
稔
（
遠
見
）
東
留
治
（
石

　
並
）

感
謝
状
（
消
防
長
）
H
脇
坂
善
三
郎
．

　
南
町
）
、
真
鍋
康
（
下
原
町
Y
、
三

　
重
野
正
義
（
上
原
町
）

観ン

ぐし

　　辱＼．
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箋
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．

藤井市長がサンタクロースのおじさんに変装して、保育所母子

寮、の各施設を訪れ、ゴムマリやお菓子を贈り、ここで勉強し

ている良い子たちをよろこばせました。　　　　　　　　、
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七
日
現
在
て
六
十
七
万
円

百
％
に
あ
と
一
息
の
共
同
募
金

毎
年
ご
協
力
ね
が
っ
て
い
ま
す
共
同
募

金
は
、
一
月
七
日
現
在
で
目
標
額
の
八

十
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
六
十
七
万
円
に

達
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
た

ま
も
の
と
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
一
月
三
十
一
日
で
一
応
乙
の
募

金
も
し
め
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
目
標
達
成
に
一
層
ご
協
力
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

内
わ
け
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
街
頭
募
金
1
1
目
標
八
万
九
千
六
百
円

　
実
績
1
1
六
万
九
千
三
百
四
十
九
円

▽
大
口
募
金
u
目
標
十
三
万
四
千
円

　
実
績
1
1
十
二
万
三
千
四
百
円

▽
戸
別
募
金
1
一
目
標
六
十
七
万
二
千
円

　
実
績
韻
四
十
七
万
五
千
十
四
円

【
分
会
別
】
　
　
　
　
　
　
　
，

▽
富
高
分
会
鰻
割
当
額
一
九
万
二
千
百

　
七
十
四
円
、
募
金
額
コ
ニ
万
七
千
百

　
三
十
八
円

▽
日
知
屋
枝
郷
分
会
1
1
割
当
額
四
万
四

　
千
三
百
四
十
円
募
金
額
四
万
二
千

　
二
百
二
十
九
円

▽
塩
見
分
会
1
1
割
当
額
四
万
百
五
十
七

　
円
、
募
金
額
一
万
二
千
五
百
十
円
、

　
　
　
　
　
　
　
へ
㌶
－
い

　
　
　
　
　
　
　
，
く
、
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｝

’

昨年暮、細島港にりつばな荷さばき場（魚市場）が完成、さる

24日にその落成式が行なわれました。工費は125万円で、木造

平屋建てですが、建坪80坪というりっぱなものです。

▽
財
光
寺
分
会
1
1
割
当
額
五
万
九
千
六

　
百
九
十
円
、
募
金
額
五
三
一
千
六
百

　
二
十
五
円

▽
日
知
屋
本
郷
分
会
1
1
割
当
額
十
一
万

　
九
千
八
百
三
十
四
円
、
募
金
額
六
万

　
三
千
九
百
二
十
円

▽
細
島
分
会
ー
ー
割
当
額
九
万
六
百
五
十

　
九
円
、
募
金
額
三
田
六
千
八
百
八
十

　
円

▽
岩
脇
分
会
一
割
当
額
四
万
六
千
百
十

　
六
円
、
募
金
額
四
万
二
千
四
百
五
十

．
五
円

▽
幸
脇
分
会
u
割
当
額
一
万
四
千
七
百

　
五
十
八
円
、
募
金
額
一
万
三
千
三
百

　
六
十
円

▽
美
々
津
分
会
ほ
割
当
額
六
万
四
千
二

　
百
七
十
二
円
、
募
金
額
六
万
一
千
四

百
九
十
七
円

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
H
歳
末
た
ナ
け
あ
い
連
動
踊

第
十
回
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
は
、
先

月
一
ぱ
い
行
な
わ
れ
、
次
の
方
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
〔
あ
つ
ま
っ
た
金
品
〕

1
、
衣
類
そ
の
他
、
二
、
＝
二
四
点
。

2
、
米
十
四
・
四
認
（
約
八
升
）

3
き
現
金
　
九
三
、
八
二
九
円

　
［
配
分
先
〕

1
、
病
院
ほ
か
市
内
外
病
院
な
ど
十
一

　
ヵ
所
。
お
よ
び
社
会
福
祉
施
設
。

2
、
市
内
生
活
困
窮
者
三
六
七
世
帯
。

　
〔
協
力
者
お
名
前
一
順
不
同
〕

島
添
ツ
ル
子
（
本
谷
）
　
鈴
木
進
（
草

場
）
黒
木
千
歳
（
高
見
橋
）
日
向
青
年

会
議
所
片
岡
ト
シ
子
（
亀
崎
北
）
石

川
キ
ミ
（
旭
通
V
黒
木
さ
と
の
（
西
川

内
）
黒
木
キ
ン
（
亀
崎
東
、
中
、
南
）

鶴
町
区
　
中
原
婦
人
会
　
草
場
一
班
一

．
組
　
同
一
班
二
組
　
同
二
班
　
同
三
班

同
四
班
　
同
五
班
　
同
六
班
　
同
八
班

同
九
班
　
同
十
班
　
同
十
一
班
　
同
七

班
　
木
田
ス
テ
子
（
山
の
田
婦
人
会
）

木
田
ハ
ッ
子
（
中
野
婦
人
会
）
黒
木
フ

ク
ミ
（
秋
留
婦
人
会
）
黒
木
ス
エ
子
（
同

）
谷
ロ
ミ
や
子
（
中
央
）
金
丸
英
（
上

町
二
）
富
島
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
梶

木
婦
人
会
　
黒
木
（
離
調
）
庄
手
区

高
橋
ミ
チ
子
（
財
光
寺
）
草
場
六
班
．

生
協
家
庭
会
　
草
場
一
班
二
組
　
自
鳩

会
　
富
商
小
学
校
　
黒
木
ス
イ
子
（
幸

脇
校
区
）
金
丸
靴
店
　
山
本
愛
子
　
野

．
辺
孝
子
　
倉
岡
美
志
男
　
日
向
警
察
署

員
　
財
光
寺
小
学
校
　
富
島
中
生
徒
会

塩
見
婦
人
会
　
本
源
寺
婦
人
会
　
佐
野

秀
子
（
下
原
町
）
　
成
合
ユ
ク
エ
　
（
曾

根
）
柏
田
ツ
ヤ
子
（
江
良
）
大
橋
ス
ミ

子
（
吉
野
川
）
菊
地
会
長
（
地
蔵
）
平

野
ユ
キ
子
（
八
坂
）
岩
切
会
長
（
八
幡

）
伊
勢
区
婦
人
会
　
高
々
谷
婦
人
会

宮
の
上
婦
人
会
　
日
高
ア
サ
子
（
庄
手

向
）
畑
浦
婦
人
会
　
広
見
婦
人
会
　
細

島
小
学
校
　
大
橋
シ
ズ
子
（
清
正
区
）

日
知
屋
小
児
幽
幽
　
江
良
住
宅
婦
人
会

水
原
英
子
（
上
原
町
）
中
町
婦
人
会

美
々
津
婦
人
会
　
鵜
毛
婦
人
会
　
江
良

住
宅
婦
人
会
十
四
班
　
本
町
婦
人
会

岩
脇
北
部
婦
人
会
　
半
渡
キ
ヨ
子
（
笹

野
西
）
宮
の
上
婦
人
会
金
ケ
浜
婦
人
会

、
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